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当院で過去に実施したウサギの麻酔に関する論文が、
日本獣医師会雑誌４月号に掲載されました。

日本獣医師会雑誌に論文が掲載されました！

『ウサギの不正咬合処置時の麻酔回数が回復時間に及ぼす影響』 大成衷子ら

ウサギの不正咬合処置時には麻酔が必要となります。繰り返す咬合異常に
対し頻回の麻酔を実施した場合に、回復時間（処置後に麻酔から覚めるまで
の時間）への影響がないか、検討しました。
この結果、麻酔の回数は術後の回復時間に影響を与えず、加齢による影響

の方が大きいことが推察されました。

不正咬合処置って
なに？？

切歯の過剰伸長 臼歯の棘状突起

下の写真のように歯が異常に伸びたり削れたりしてし
まうと、口の開閉困難、舌の損傷による痛みといった
理由から食欲不振・廃絶を呈します。
この場合、麻酔下での歯の切削処置が必要となります。







臼歯歯冠に形成された棘状突起 １

右下顎臼歯歯冠に形成された舌側水平方向に伸長した棘状突起。最も危険な
棘状突起である。このような棘状突起が形成されると、ほとんど舌に切創が形
成されるため症状が突然出ることが多い。切削治療も次回切削までの期間が
一番短いタイプになる。

右は臼歯歯冠に形成された舌側に斜め上方に伸長している棘状突起。舌の動きによっ
ては舌に切創ができる。定期的な切削が必要。切削期間も短い。



福重

切歯の過剰伸長の写真

切歯の不正咬合のため過剰伸長を示しているウサギの写真。このような不正
咬合では上顎の切歯が下顎の軟部組織を損傷したり、口が閉じにくくなったり
するため、臼歯の咬耗も悪くなり、臼歯不正咬合を招く原因にもなる。


